
 

 

  

 

 

             

 

 

 
 
 
 

  

 

     

   
    

 

 

  
 

 

 
 

 

 

 

 

H25 年度より、故金佳代子相談員は与謝野町「結」に異動になりました。 

          
 

 

与謝野「結」の 乙野 明美 です。 

福祉のお仕事ははじめてで不安がありますが、 

周りの方々に協力を仰ぎながら勉強して 

いきますのでよろしくお願いします。 

 

京丹後「結」の 坂根 徹也 です。 

まだ分からないことばかりですので、先輩や

関係機関の皆さんから、ご指導いただければ

と思います。 
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障害者生活支援センター 結  

発行責任者 センター長 石塚 寿幸 

障害者相談支援事業所 結 

０７７２－２２－３９１２ 

与謝野町障害者相談支援事業所 結 

０７７２－４４－１５６６ 

京丹後市障害者相談支援事業所 結 

０７７２－６９－１０４０ 

 

☆Ｈ２５年４月より「障害者総合支援法」が施行されました。相談者の

方やご家族、関係機関と一緒にスタッフ一同、頑張っていきます！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⇒障害者支援施設等に入所している方または精神科病院に入院している

方に対して、住居の確保その他の地域における生活に移行するための活      

動に関する相談その他の必要な支援を行うこと。 

Ａさんは軽度知的障害のある 56 歳の女性。 

以前住んでいた自宅から車で１時間半離れた入所施設に３０年在籍されてい

ます。母は認知症で地域の高齢者施設に入所されており、一人っ子で親戚も

いない。これまでも年に２～３回、電車で帰省しホテルに 2泊して母親や友

人に会っていた。母の症状が進む中、Ａさんは「この先ずっと施設でいいの

だろうか？」という疑問を持つようになる。 

「こんな生活もあるよ」と施設の職員が

一人暮らしを投げかけたところ「帰りたい。

一人暮らしをがんばるので、早く住んでい

た地域に帰してほしい。」今度はＡさんが

訴えてきたという。そこで、本人と移行先

となる地域の行政と相談支援事業所とで話

し合いを持ち、地域移行支援がはじまった。 

 住居の確保その他の地域生活に移行するための活動に関する相談 

 地域生活への移行のための外出時の同行 

 障害福祉サービスの体験利用 

 体験宿泊 

 地域移行支援計画の作成  などなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日用品を片付けるＡさん。「初めてのひとり暮らし、頑張るぞ～(^O^)」 

 



＠課題３…初めてのひとり暮らし。どんな支援が必要？ 

夜間・事業所利用日以外の過ごし方をどうしよう？ 

生活に必要な支援やサービスは具体的に何か？緊急時の対応

をどうするか？などなど。 

やってみないとわからないことばかりでした。 

 

 

「ご飯は？」「炊けます。」と言い、３合を炊く。１合で十

分と伝えると「１合炊くとお粥になります。お米の上まで水を入れました。」

「いやいや、メモリを見て１のところ。」「どこですか？」「ああここですか。

ははは･･･」他にも、食器洗い洗剤が１週間で１本なく 

なることも。施設では使わない家電器具の扱いなど 

は具体的に伝え覚えられるような工夫が必要でした。 

  買い物は、あれもこれも欲しくなり買ってしまい 

結局食べきれず処分することも。 

また、食品の量の見通しをもつのは苦手です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

課題はありますが、失敗も経験し支援者もその都度考えさせ

られました。さあ２回目の地域生活体験ではどんなことが待ち

受けているでしょうか支援する側もわくわくです☆☆☆ 

 

 

＠課題２…日中に仕事が出来る事業所の確保。 

近隣の福祉事業所と連携し、日中は３カ所の事業所

で喫茶や食品加工や農作業などの仕事を 

体験することができました。 

地域移行についての詳細は、最寄りの市町村窓口にお問い合わせください。 

 

 

 

＠課題１…住居の確保。 

Ａさんには貯蓄があったので、相談支援事業所から近い賃

貸アパートを１カ月間だけ借りることができました。  

 

 

 



 

生 

「も
う
す
で
に
ど
ん
な
内
容
か
決
ま

っ
て
い
る
ん
で
す
か
？
」 

蒼 

「
い
や
。
な
の
で
、
次
回
か
ら
は
そ
の

あ
た
り
を
整
理
も
し 

つ
つ
、
考
え
て
い
く 

こ
と
に
し
よ
う
。
」 

 

蒼
井
（
以
下
、
蒼
） 

「
さ
て
。
一
回
休
講
し

て
る
間
に
【障
害
者
総
合
支
援
法
】

が
始
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
ね
。
」 

生
徒
（
以
下
、
生
） 

「
そ
う
で
す
ね
。
施
行

さ
れ
て
一
ヶ
月
た
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た

ね
。
」 

蒼 

「
う
ん
。
前
回
し
た
【
難
病
患
者
が
サ

ー
ビ
ス
対
象
】と
い
う
の
は
、
こ
の
四

月
か
ら
実
施
に
な
っ
た
。
」 

生 

「
あ
れ
？
難
病
への
サ
ー
ビ
ス
拡
大
は

四
月
か
ら
？
法
律
に
決
め
ら
れ
た
こ

と
が
全
面
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ん
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
か
？
」 

蒼 

「
そ
う
。
【総
合
支
援
法
】は
、
施
行
が

二
段
階
に
な
っ
て
る
ん
だ
。
」 

生 

「
二
段
階
？
ど
う
い
う
こ
と
で
す

か
？
」 

蒼 

「と
り
あ
え
ず
施
行
は
さ
れ
た
ん
だ

け
ど
、
こ
の
四
月
か
ら
の
施
行 

は
一
部
の
施
行
で
、
来
年
の
四
月
に

な
っ
て
全
面
施
行
と
い
う
か
に
な
っ
て

る
ん
だ
。
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
来

年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
内
容
の
方

が
、
直
接
的
に
は
大
き
な
影
響
を
与

え
る
部
分
が
多
い
ん
だ
よ
。
」 

生 

「
へぇ
～
、
そ
う
な
ん
で
す
か
。
」 

 

 

蒼 

「で
、
実
際
に
来
年
の
四
月
か
ら
変
わ

る
っ
て
言
う
部
分
で
考
え
て
み
る

と
・・
・ 

●
【障
害
程
度
区
分
を
障
害
支
援
区 

分
に
あ
ら
た
め
る
】 

●
【重
度
訪
問
介
護
の
対
象
者
の
拡
大
】 

●
【ケ
ア
ホ
ー
ム
と
グ
ル
ー
プ
ホ 

ー
ム
の
一
元
化
】 

と
い
う
あ
た
り
が
当
事
者
の
生
活 

に
直
結
し
て
る
だ
け
に
ど
う
も
注 

目
を
集
め
て
る
部
分
み
た
い
だ
。
」 

３時間目 

つづく・・・ 

 

 
 

 

編
集
後
記 

 

気
が
つ
け
ば
、
も
う
５
月
。 

新
入
生
も
新
し
い
学
校
や
職
場
に 

慣
れ
て
き
た
頃
で
し
ょ
う
か
？ 

先
日
、
丹
後
半
島
の
ド
ラ
イ
ブ
に
出

か
け
ま
し
た
。
快
晴
の
空
に
、
我
が
家

と
は
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
の
、
ど
ー
ん

と
大
き
な
鯉
の
ぼ
り
が
泳
い
で
い
ま

し
た
。
何
と
な
く
感
動
（
笑
） 

崖
の
上
の
カ
フ
ェ
で
パ
フ
ェ
を
食

べ
て
、
帰
っ
て
昼
寝
＠
＠
＠ 

毎
日
、
仕
事
と
家
事
に
バ
タ
バ
タ
な

私
。
良
い
気
分
転
換
に
な
り
ま
し
た
～

情
報
誌
を
見
な
が
ら
、
近
場
で
次
は
ど

こ
へ
行
こ
う
か
考
え
中
で
す
☆
（
樹
） 

 
 


